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こ
こ
夕
張
市
は
、
か
つ
て
多
く
の
炭
鉱
を
有
し
北
海
道
の
石
炭
産
業
の
中

心
地
と
し
て
栄
え
た
町
、
メ
ロ
ン
が
代
名
詞
と
な
っ
て
い
る
町
、
市
民
の
手

づ
く
り
で
続
け
ら
れ
て
い
る
国
際
映
画
祭
の
町
で
も
あ
り
ま
す
。
今
、
厳
し

い
財
政
状
況
の
下
、
一
丸
と
な
っ
て
夕
張
の
再
生
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

ら
れ
る
多
く
の
市
民
に
、
私
た
ち
は
心
か
ら
エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。

そ
し
て
、
市
民
の
ご
理
解
と
た
く
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
本
大
会

を
開
催
で
き
た
こ
と
を
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
「
障
害
者
基
本
法
」
の
見
直
し
の
年
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
来

検
討
が
進
め
ら
れ
、
差
別
の
定
義
を
設
け
る
こ
と
、
差
別
の
禁
止
や
防
止
に

つ
い
て
規
定
す
る
こ
と
な
ど
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。「
障
害
者
の
権
利
に
関

す
る
条
約
」
の
批
准
に
向
け
、
条
約
の
内
容
に
沿
っ
た
も
の
と
し
て
改
正
さ

れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
た
、「
障
害
者
自
立
支
援
法
」
に
つ
い
て
は
、
障
が
い
者
が
自
立
し
た
日

常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
た
め
に
必
要
な
支
援
を
受
け
る
際
に
、
そ
の

費
用
の
原
則
一
割
を
負
担
さ
せ
る
応
益
負
担
の
考
え
方
へ
の
強
い
批
判
や
、

支
援
の
必
要
度
を
量
る
障
害
程
度
区
分
認
定
へ
の
不
満
な
ど
を
背
景
に
、
同

法
の
廃
止
、
新
法
の
制
定
を
含
め
た
抜
本
的
な
見
直
し
が
な
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。私
た
ち
の
こ
れ
ま
で
の
運
動
の
一
定
の
成
果
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

さ
ら
に
北
海
道
で
は
、「
北
海
道
障
が
い
者
及
び
障
が
い
児
の
権
利
擁
護
並

び
に
障
が
い
者
及
び
障
が
い
児
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
の
推
進
に
関

す
る
条
例
」
が
制
定
さ
れ
、
そ
の
施
行
に
向
け
た
準
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。

私
た
ち
が
求
め
て
き
た
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
法
的
な
環
境
が
整
い

つ
つ
あ
る
と
言
え
ま
す
。
障
が
い
者
が
暮
ら
し
や
す
い
社
会
は
す
な
わ
ち
誰

も
が
暮
ら
し
や
す
い
社
会
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
私
た
ち
は
よ
り
多
く
の

仲
間
と
手
を
組
み
、
ま
た
各
障
が
い
者
団
体
と
共
に
、
そ
の
よ
う
な
社
会
づ

く
り
の
た
め
に
行
動
す
る
こ
と
を
誓
い
、
宣
言
し
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
十
月
二
十
五
日

第
五
十
八
回
全
道
身
体
障
害
者
福
祉
大
会
夕
張
大
会

�

�


�
�
��

一

障
害
者
権
利
条
約
批
准
に
向
け
た
国
内
法
制
の
早
期
整
備
を
要
望
す
る
。

一

障
害
者
虐
待
防
止
法
の
制
定
を
要
望
す
る
。

一

障
害
者
相
談
員
制
度
の
活
用
と
充
実
を
要
望
す
る
。

一

地
域
格
差
の
な
い
障
害
者
福
祉
施
策
の
実
現
を
要
望
す
る
。

以
上
、
決
議
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
月
二
十
五
日

第
五
十
八
回
全
道
身
体
障
害
者
福
祉
大
会
夕
張
大
会
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町町
村村
協協
会会
だだ
よよ
りり
��
（（
網網
走走
管管
内内
滝滝
上上
町町
））

〜〜
巨巨
大大
なな
ママ
ンン
モモ
スス
にに
、、皆皆
、、ビビ
ッッ
クク
リリ
��
〜〜

今
回
紹
介
す
る
協
会
は
、
網
走
支

庁
地
区
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
滝
上

分
会
（
小
谷
孝
一
分
会
長
）
で
す
。

同
協
会
は
、
以
前
に
紹
介
し
て
い
ま

す
が
、最
近
の
分
会
活
動
に
つ
い
て
、

身
障
新
聞
を
通
し
て
会
員
の
方
々
に

伝
え
た
い
と
い
う
熱
い
思
い
で
投
稿

が
あ
り
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
度
研
修
旅
行
等
」

今
年
は
、
分
会
長
が
加
藤
四
郎
さ

ん
か
ら
小
谷
孝
一
さ
ん
に
交
代
し
ま

し
た
が
、
今
年
度
も
身
障
協
会
の
活

性
化
と
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
た

め
「
平
成
二
十
一
年
度
網
走
地
区
ス

ポ
ー
ツ
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
大
会
と
会

員
親
睦
旅
行
」
を
企
画
し
、
十
月
十

七
日
か
ら
十
九
日
の
二
泊
三
日
で
旅

行
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

滝
上
分
会
の
Ｐ
Ｒ
と
し
て
、
こ
の
旅

行
に
参
加
し
た
清
水
美
知
江
（
し
み

ず
み
ち
え
）
さ
ん
の
手
記
を
紹
介
し

ま
す
。

清
水
美
知
江
さ
ん
の
手
記

「
平
成
二
十
一
年
度
網
走
地
区
ス

ポ
ー
ツ
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
大
会
と
会

員
親
睦
旅
行
」
が
決
定
し
、
十
月
十

七
日
に
、
小
谷
新
分
会
長
に
従
っ
て

二
泊
三
日
の
旅
行
に
出
か
け
ま
し
た
。

小
谷
分
会

長
と
共
に
出

か
け
る
の
は

初
め
て
の
こ

と
で
す
。
昨

年
ま
で
の
前

分
会
長
加
藤

四
郎
さ
ん
の

軽
妙
な
話
術

を
聞
き
な
が

ら
目
的
地
川
湯
の
「
ホ
テ
ル
き
た
ふ

く
ろ
う
」
に
着
き
ま
し
た
。
ま
ず
ま

ず
の
天
候
で
盛
り
を
少
し
過
ぎ
た
紅

葉
を
右
に
左
に
見
な
が
ら
の
道
で
し

た
が
、
ホ
テ
ル
に
着
く
と
役
員
さ
ん

達
の
配
慮
に
よ
る
部
屋
割
り
に
、
く

つ
ろ
い
だ
初
日
の
夜
を
迎
え
ま
し
た
。

二
日
目
の
朝
七
時
、
張
り
切
っ
て

ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
と
「
網
走
総
合
体

育
館
」
へ
と
出
発
。
九
時
の
開
会
式

に
臨
み
ま
し
た
。
個
々
の
障
害
に
対

し
て
の
気
配
り
の
あ
る
選
手
が
競
技

に
い
ど
み
ま
し
た
。
成
績
は
玉
入
れ

が
一
位
、
フ

ラ
イ
ン
グ
デ

ィ
ス
ク
が
三

位
の
好
成
績

で
終
わ
り
ま

し
た
。

ホ
テ
ル
の

帰

途
、「
道

立
北
方
民
族

資
料
館
」
を

見
学
。
先
人
ア
イ
ヌ
の
人
達
の
頭
の

良
い
、
器
用
な
日
常
生
活
を
衣
・

食
・
住
に
見
て
、
加
藤
前
分
会
長
の

交
渉
に
よ
り
資
料
館
の
職
員
菅
原
章

子
さ
ん
の
説
明
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
て
一
層
、
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

マ
ン
モ
ス
の
巨
大
な
剥
製
は
、
馬

の
尾
四
百
頭
を
、
骨
は
鯨
の
骨
と
の

こ
と
、
驚
き
で
し
た
。
帰
途
の
天
都

山
の
サ
ル
ビ
ア
は
最
盛
期
。
藻
琴
川

の
鮭
の
遡
上
を
見
て
鮭
の
一
生
を
考

え
、
生
き
物
す
べ
て
の
定
め
等
、
一

寸
胸
が
痛
い
思
い
が
し
ま
し
た
。

こ
の
夜
は
、
賑
や
か
な
親
睦
会
。

障
害
を
忘
れ
て
の
二
時
間
を
終
え

て
、
来
年
も
き
っ
と
健
康
で
又
旅
行

に
行
き
た
い
と
互
い
に
約
束
を
し
な

が
ら
解
散
し
ま
し
た
。

三
日
目
、
帰
宅
の
朝
は
朝
風
呂
に

入
る
人
、
土
産
を
買
う
人
等
、
帰
り

の
バ
ス
の
中
で
は
加
藤
さ
ん
の
豊
か

な
話
題
、
明
る
い
雰
囲
気
の
中
に
、

二
時
半
、
帰
宅
し
ま
し
た
。
昔
な
ら

障
害
者
は
家
の
中
に
こ
も
っ
て
い
る

だ
け
な
の
に
有
難
い
時
代
に
な
っ
た

と
の
話
に
皆
う
な
ず
い
て
い
ま
し
た
。

一
連
の
行
事
に
か
か
わ
ら
れ
た
人

達
の
御
好
意
に
感
謝
し
な
が
ら
、
私

た
ち
障
害
者
に
も
出
来
得
る
こ
と
が

あ
れ
ば
役
に
立
ち
た
い
等
と
話
し
合

い
、
無
事
旅
行
を
終
え
ま
し
た
。

「
北
海
道
の
歴
史
と
福
祉
」の
紹
介

こ
の
度
、
北
海
道
社
会
福
祉
史
研

究
会
か
ら
北
海
道
の
開
拓
と
社
会
福

祉
の
実
践
活
動
の
あ
ゆ
み
に
つ
い
て

ま
と
め
た
「
北
海
道
の
歴
史
と
福

祉
」
が
発
刊
さ
れ
た
。
本
書
は
、
蝦

夷
か
ら
北
海
道
に
変
わ
り
屯
田
兵
や

本
州
か
ら
移
住
し
て
き
た
人
た
ち
に

よ
る
開
拓
の
歴
史
と
北
海
道
の
先
住

民
族
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
の
生
活
と
福

祉
活
動
の
あ
ゆ
み
に
つ
い
て
、
生
活

保
護
、
児
童
福
祉
、
障
害
福
祉
、
高

齢
者
福
祉
、
母
子
寡
婦
福
祉
、
地
域

福
祉
な
ど
の
分
野
別
に
解
説
し
、
明

治
か
ら
現
代
ま
で
の
福
祉
関
係
の
詳

し
い
年
表
も
巻
末
に
付
い
て
い
ま

す
。福

祉
現
場
の
方
々
の
資
料
と
し

て
、
ま
た
職
場
、
学
校
、
図
書
館
な

ど
の
蔵
書
と
し
て
、
あ
る
い
は
福
祉

を
学
ぶ
大
学
生
、
専
門
学
校
生
の
テ

キ
ス
ト
と
し
て
幅
広
く
紹
介
す
る
一

冊
で
す
。
問
合
せ
は
次
の
と
こ
ろ
ま

で
。

【
問
合
せ
先
】

（
社
福
）
は
る
に
れ
の
里
事
務
局

�
〇
一
三
三
―
六
二
―
八
三
六
〇
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由
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中
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つ
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ゆ
う

や
け
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○
町
村
協
会
だ
よ
り
を
募
集
中

北
身
協
で
は
、
未
掲
載
の
町
村

協
会
か
ら
の
お
便
り
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。こ
の
新
聞
を
通
し
て
、

協
会
活
動
な
ど
を
伝
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

リ
フ
ト
付
貸
切
バ
ス

ハ
ー
ト
ケ
ア
福
祉
タ
ク
シ
ー
（
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
対
応
）

株
式
会
社

ラ
イ
フ
パ
ス

札
幌
市
北
区
篠
路
一
条
八
丁
目
六
番
三
〇
号

篠
路
自
動
車
学
校
内

電

話
（
〇
一
一
）
七
七
二
�
四
七
一
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
一
一
）
七
七
一
�
一
四
〇
九

有
限

会
社

岩

見

沢

義

肢

岩
見
沢
市
緑
が
丘
二
丁
目
八
六
番
地
八

電
話
代
表（
〇
一
二
六
）二
二
�
一
五
五
〇
番

Ｈ２１．１０．１９道立北方民族資料館で

Ｈ２０．９．９羊ヶ丘展望台で

（２）（第６６８号）北 海 道 身 体 障 害 者 新 聞昭和３０年３月２４日�
�

�
�第三種郵便物認可（平成２１年１１月２５日）




